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工ゾマツ，トドマツ天然林材の材質
　　　　川　口　信　隆　　高　橋　政　治

The Properties of Natural Ezomatsu and
Todomatsu

1． はじめに

　北海道の人工林面積は約147万haあるが， そのうち

トドマツが76万ha，カラマツ49万ha，エゾマツ11万ha

で，この３樹種が上位を占めている1）。本道で人工林

材の利用と言えばカラマツに限られていた感があった

が，最近ではトドマツ造林木の出材も増加してきてい

る。また現在は齢級も低いためほとんど利用されてい

ないが将来的にはアカエゾマツ造林木の出材も増加す

る。

　エゾマツ，トドマツはカラマツと異なって郷土樹種

なので，いままでは天然木が利用の対象であった。し

たがって造林木の性質を検討するときは天然林材との

比較が必要である。造林木の利用を考える場合は未成

熟材の問題が挙げられる。一般的には未成熟材は髄か

らの年数で15～20年，距離で5～8cmと言われている。

天然林材と比較するときには全体の数値とともに髄か

らの距離別の値も必要と考えられる。

　エゾマツやトドマツの天然林材の性質については数

多くの資料がある。しかし、前述のような髄からの距

離に対応した資料はあまり見当たらない。そこでこれ

らの資料を得るために下記の試験を行った。

　2．供試材料

　幾寅産のアカエゾマツ末口径34cm（胸高部位での年

数195年），エゾマツ径38cm（ 220年 ），トドマツ径

30cm（112年）の各１本で，いずれも長さ3．65mの原
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木１番玉で，林産試験場の製材試験用に搬入されたも

のから選定した。

　3．試験方法

　原木から樹心を含む厚さ3．5cmの正まさ目板を採材

し，屋外で３カ月天然乾燥を行ったものを長さ方向に

３分割し，それぞれ髄から３cmごとに連続して曲げ，

圧縮 ，収縮用試験体を採取した 。曲げ試験体の寸法

は2.5cm×2.5cm×43cmである。 曲げ試験はスパン38

cm，中央集中荷重条件で行った。圧縮及び収縮用試験

体の寸法は2.5cm × 2.5cm×８cmである。収縮の試験

片は恒温恒湿室（20℃，65％ＲＨ）で調湿し，気乾寸

法を測定した後水中で十分沈むまで水を減圧注入した。

このときの寸法を生材寸法とし，その後ＪＩＳの試験

方法に準じて全乾寸法を測定して収縮率を計算した。

　4．試験結果及び考察
   

  立木の材質を検討する場合，供試木の選定が大きく

影響すると言われている。今回の試料は，天然林材で

あるが，立木の生育期間の時間的な差が樹種により大

きく，林内の局所的な環境の違いも調査していない。

したがって，一概に材質を比較するには不十分である

が，樹幹内変動や樹種特性を検討した。

　第１図に樹幹内の年輪幅．比重，強度的性質の変動

を示す。図の左側は樹心を含む正まさ目板の生長の良

い方で，右側は生長の劣っている側である。また，プ
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第１図　樹幹内の材質変動

ロットした値はアテ，目回り等の欠点を除外した健全

な試片の平均値である。

　樹幹内の年輪幅の変動では，長・短方向別での違い

は少なく，その生長経過はエゾマツとアカエゾマツで

は同じ傾向を示した。初期の年輪幅は１mm以下の生育

が長く， 髄からの距離で約12cm（年輪数で約150年）

まで続いた。それ以降は好生長に転じている。一方，

トドマツは初期の被圧時期がなく，２mm程度の生長が

続き，年輪数45年以降下降傾向を示した。

　気乾比重は，年輪構成等の影響を反映することがよ
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第１表　エゾマツ天然林材の試験結果

　第２表　アカエゾマツ天然林材の試験結果

く知られている。本試験では，年輪幅の広狭による変
動は少ない。しかし，エゾマツとアカエゾマツの髄付

近のものがやや大きくなる傾向を示した。また，外周
部の年輪幅の広い材部に対応する比重の変化は認めら
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第３表　トドマツ天然林材の試験結果

れない。なお，エゾマツに対してトドマツの比重の小

さいことは，樹種特性として指摘されている。針葉樹

の樹幹内での比重の分布状況から見てエゾマツ，トド

マツ類は，比重のバラツキが小さく材質的に均質な樹

種といえる。

　曲げヤング係数，曲げ強さ及び縦圧縮強さは，一般

的に比重と正の相関がある。本試験の結果では，比重

のバラツキが非常に小さいにもかかわらず，エゾマツ

とアカエゾマツの外周部から採材した試片で多少強度

性能が低下した。また，トドマツの髄付近のものも強

度が小さく，未成熟材部の特徴が認められた。

　次に，第１表にエゾマツ，第２表にアカエゾマツ，

第３表にトドマツの試験結果を示す。

　強度的性質の平均値を木材工業ハンドブック２）の値

と比較すると，エゾマツはわずかに大きく，トドマツ

はほぼ同じである。

　収縮率は３樹種ともに髄から３cm以内の材は外側の

材と比較すると，接線方向は小さく，半径方向及び繊

維方向は大きい傾向がある。これらの平均値をハンド

ブックの値と比較すると，エゾマツは同じくらいでト

ドマツは小さかった。なお，トドマツの繊維方向の収

縮率で髄からの距離15～18cmのものが大きくなってい

るが，これはアテの影響である。

　供試村が原木１本ずつなのでそれぞれの樹種の代表

値とは言えないかもしれない。また，収縮率の測定方

法もＪＩＳとは多少異なっているが，造林木の材質を

検討するうえでの参考値として試験結果を挙げた。
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